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会議結果報告書 

１ 会議名 第 1回戸別収集実験事業意見交換会（海岸地区） 

２ 日時 令和 7年 7月 5日（土）10:00～11:00 

３ 場所 茅ヶ崎市立図書館 第 1会議室 

４ 出席者 （資源循環課）垣内課長補佐、八幡主任、尾﨑主事 

（環境事業センター）富田所長、森所長補佐、角㟢技能労務統括主査 

（海岸地区）参加人数：12人 

５ 内容 資料に基づき、第 1回戸別収集実験事業意見交換会を実施した。主な質問と意見は

次のとおりであった。 

 

● ごみ出しは非常に楽になったが、共働き世帯のポリバケツが風で飛ばされてその

対応を行っている。若い世代の意見を確認していただきたい。 

 

● 鉄砲通り沿いのステーションで、プラスチック製容器包装類の日に、燃やせない

ごみなどが分別されず出されてしまうことがある。 

 

● 戸別収集実験事業に対して、前向きに取り組まれている方が多いと感じている。

自分のごみに責任を持ってごみ出しがされているように感じている。 

 

● 指定袋の値段を安くすることはできないか 

→ 指定袋の代金は、ごみ処理手数料という性質があるため、市販されている透明・

半透明のビニール袋とは異なるものである。現時点では見直す予定はない。 

 

● 戸別収集になったことでごみ出しが非常に楽になった。燃やせるごみだけである

が、思った以上に楽と感じている。他の方からも同様の意見を聞いている。 

 

● 4月の当初は 2軒ほど鳥獣対策が不十分であり、カラスに荒らされているお宅が

あったが、声掛けをして改善されたという事例があった。 

 

● 燃やせるごみが戸別収集となり、プラスチック製容器包装類の収集日に不適正排

出が増えると想定していたが、そのようなことは今のところ確認していない。また

通りすがりにステーションに排出する事例も確認していない。 

 

● 近所のステーションでは問題は生じてなく、また友人からも楽になったという意

見を聞いている。 

 

● 戸別収集を実施することで多額の費用がかかっているのではないか心配である。 

→ 以前、全市で燃やせるごみを対象に戸別収集を実施した場合に約 4億円の費用が

追加で必要となると試算しているが、戸別収集実験事業をとおして再度試算する予

定である。市としては、費用をかけて課題に対応していくことを考えている。 

 



2 

 

● 駅に向かう通り沿いに、いつも汚いステーションがあったが、戸別収集を実施し

たことできれいになってきている。利用者の意識が変わったのではないかと思う。 

 

● 収集の様子を見ていると、全市で戸別収集を行った場合、大変なことになると感

じた。 

 

● 高砂緑地にカラスが多く住み着いていて、鳥獣対策が問題となっていたが、ここ

のところは問題となっていない。 

 

● 以前は、古紙のステーションに「本・雑誌」「ダンボール」など掲示がされてい

て置く場所が決まっていたが、現在はその掲示がなくなってしまっている。掲示を

用意いただきたい。 

 

● 近隣市 3市で意見交換がされていたと思うが、自治体間に限らず、地域住民間で

も意見交換ができたらよいと考える。 

 

● 東海岸北二丁目の鉄砲通り沿いのステーションでは、通りすがりにごみを出され

てしまうことが若干少なくなっているが、大して変わっていない。良くはなってき

ている。 

 

● 東海岸北一丁目の鉄砲通り沿いのステーションでは、燃やせるごみにおいては問

題ないが、たまに大型ごみを夜中に捨てられてしまうことがある。 

 

● 燃やせるごみを戸別収集にしたことで、その他の品目の出し方が悪くなったとい

う事例は確認していない。 

 

● 完全にネットやネットボックスを撤去することができれば、通りすがりのごみ出

しをされないが、畳んで置いておくだけでは、ごみ出しをされてしまう。 

 

● 通りすがりに一度ステーションに出されると、「ごみを出せる場所」と認識され、

ごみ出しをされてしまう。 

 

● アパートの居住者のごみ出しにおいて、燃やせるごみは敷地内で管理されること

になり改善されているが、それ以外の品目はこれまでどおりであるため、燃やせる

ごみと同様に敷地内に出していただきたい。居住者のごみ出しも楽になるだけでな

く、近隣住民のステーションの維持管理負担も軽減することができる。 

 

● 戸別収集は、雨が降っている時などに楽だなと思う一方で、長時間自宅を不在に

する場合にポリバケツが出しっぱなしであると留守であることが一目瞭然である

ため、防犯面上、怖いと感じる。このように外出している時は、ステーション収集

の方がよいと感じる。 
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● 分譲地の一角に囲いがあるステーションを設置したのに、2,3年で戸別収集が始

まり、もったいないと感じる。また、近隣の共働き世帯が朝から晩までポリバケツ

を道路際に出しているのを見て、不用心だなと感じる。ステーションに近いため、

動けるうちは戸別収集よりもステーション収集の方がよいと感じている。 

 

● 個人的には戸別収集の継続を希望しているが、しっかりと市民の意見を聞くため

にアンケート調査を実施すべきであると思う。 

→ 10 月に戸別収集実験事業対象エリア内の市民の皆さまに回答いただくアンケー

ト調査を実施する予定である。 

 

● プラスチック製容器包装類の収集時に、鉄砲通り沿いに設置しているネットボッ

クスを以前は畳んでくれていいたが、収集職員が変わったのか分からないが、現在

は畳んでいただけていない。可能であれば、畳んでいただきたい。 

 

以上 

 


